
参考様式１

計　画　主　体　名 計　画　期　間

石川県
いしかわけん

 志賀町
し か ま ち

令和3年～令和5年度

＜連絡先＞

担当課 電話番号 ＦＡＸ番号 メールアドレス

農林水産課 0767-32-1111 0767-32-3978 nourin@town.shika.lg.jp

【記入要領】

計画主体名 ・市町村名にはふりがなをふること。

・共同で作成する場合は、すべての計画主体を掲げるとともに、代表となる計画主体には（代表）と記載すること。

計画期間 ・計画期間は活性化計画の計画期間を記入すること。

連絡先 ・共同計画の場合は行を追加し、すべての計画主体の連絡先を記入すること。

メールアドレス ・当該交付金に係る連絡に利用できるメールアドレスを記入すること。

農山漁村振興交付金（農山漁村活性化整備対策）事業実施計画

mailto:nourin@town.shika.lg.jp


Ⅰ　事業活用活性化計画目標

Ⅱ　評価指標

【計画期間前の事業者の雇用者数】 （単位：人）

平成30年 令和元年 令和２年 ３ヵ年平均

0 0 0 0.0

【当該施設整備による事業効果発現後の事業者の雇用者数】 （単位：人）

令和５年 令和６年 令和７年 ３ヵ年平均

4 4 4 4.0

事業活用活性化計画目標の設定根拠事業活用活性化計画目標

農林水産物等の販売・加工促進

　志賀町で生産されている「さつまいも」、「かぼちゃ」等を、国内大手製パンメーカーのサプラ
イチェーンの一端を担う企業と連携し、加工による販路拡大や付加価値の向上、知名度の向
上を図るとともに、農業者の所得向上を目的としている。また、当該農産物の生産地に近い場
所で加工施設を新設し、生産コストの低減と販売額の増加、地区内の雇用の創出により地域
活性化を図る。
　なお、当該施設は、活性化計画区域が有する能登の豊かな風土を活かして生産される農産
物を加工する施設であり、原料調達面で地元農業者やＪＡと連携することで当該地域への所
得向上や雇用の創出に寄与し、「さつまいも」、「かぼちゃ」の新たな活用方法を広めるために
必要な施設である。

具体的数値目標

４人増

具体的数値目標の算出方法

新規常時雇用者数　４人
　＝（活性化計画により整備した施設における常時雇用者
数　４人【目標値】－既存施設等の常時雇用者数　０人【現
状値】）

第１評価指標（必須）

雇用者数（新規就農者等を含む）の増加

第１評価指標の設定根拠

活性化区域内に現存する事業者の雇用者数

■■■■■■㈱

事業効果発現後の事業者の雇用者数

■■■■■■㈱

　活性化計画区域内で「さつまいも」、「かぼちゃ」等の栽培・加工に取り組む事業者の雇用者数をもとに、加工施設整備により増加が見込める雇用者
数の予測をもとに設定した。



【計画期間前の地域産物の販売額】 （単位：千円）
平成30年 令和元年 令和２年 ３ヵ年平均

0 0 0 0

【当該施設整備による事業効果発現後の地域産物の販売額】 （単位：千円）

令和５年 令和６年 令和７年 ３ヵ年平均

2,488 3,563 5,313 3,788

【計画期間前の１次加工品の販売額】 （単位：千円）

平成30年 令和元年 令和２年 ３ヵ年平均

0 0 0 0

【当該施設整備による１次加工品の販売額】 （単位：千円）

令和５年 令和６年 令和７年 ３ヵ年平均

21,200 31,800 42,400 31,800

第２評価指標の設定根拠

事業効果発現後の地域産物の販売額

具体的数値目標

３，７８８千円増

具体的数値目標の算出方法

計画区域において加工施設向けに生産された農林水産
物の販売額の増加額　3,788千円
　＝（地域産の農林水産物の販売額 3,788千円【目標値】
－地域産の農林水産物の販売額 0千円【現状値】）

　活性化計画区域内で整備する加工施設で原料として使用する地域産物の「さつまいも」の調達額をもとに、加工施設整備により増加が見込める地
域産物の販売額の予測をもとに設定した。

評価期間（原則として３年間の効果発現状況を把握する期間）

令和５年４月～令和８年３月

第２評価指標（任意）

評価報告予定年（評価期間の終了直後の９月末日まで）

令和８年度

　活性化計画区域内で整備する加工施設で地域産物を原料として生産した１次加工品の販売額とし、加工施設整備により評価期間中の販売額を設
定した。

１次加工品の販売額の増加

第３評価指標の設定根拠

地域産物の販売額の増加

活性化区域内に現存する地域産物の販売額

加工施設向け「さつまいも」

加工施設向け「さつまいも」

活性化区域内に現存する地域産物の販売額

１次加工品（ペースト、カット製品）

１次加工品（ペースト、カット製品）

活性化区域内に現存する地域産物の販売額

３１，８００千円増

具体的数値目標の算出方法

計画区域において整備する加工施設で生産された１次加
工品の販売額の増加額　31,800千円
　＝（１次加工品の販売額 31,800千円【目標値】－１次加
工品の販売額 0千円【現状値】）

第３評価指標（必須）
具体的数値目標



Ⅲ　活性化計画の目標及び事業活用活性化計画目標と交付対象事業の関連性

事業メニュー名 地区名 事業内容 事業規模等 実施期間 事業実施主体
全体事業費

（千円）
交付金要望額

（千円）
交付額

算定交付率
交付限度額

（千円）
活性化計画の目標及び

事業活用活性化計画目標との関連性
備考

農林水産物処理
加工施設

志賀町地区

農産物処理加工
施設

処理加工施設
集出荷貯蔵施設

加工工場棟　1棟
　Ｓ造平屋
　延床面積　825㎡

令和3年度

～

令和4年度

■■■■■■㈱ 237,206 99,795 1/2 99,795

　当該事業は、能登地域の特産である「さつま
いも」、「かぼちゃ」等を国内大手製パンメーカー
のサプライチェーンの一端を担う企業と連携し、
加工による販路拡大や付加価値の向上、知名
度の向上を図り、農業者の所得向上を目指す
ための拠点施設として整備するものであり、ま
た、当該農産物の生産地に近い場所で加工施
設を新設することで、生産コストの低減と就業の
場の創出、雇用の増大による地域経済への活
性化が見込まれる。

　当該施設は、活性化計
画区域が有する能登の豊
かな風土を活かして生産
される農産物を加工する
施設であり、当該地域へ
の所得向上や雇用の創
出に寄与し、能登地域の
特産である「さつまいも」、
「かぼちゃ」の新たな活用
方法を広めるために必要
な施設である。

237,206 99,795 99,795

【記入要領】

・必要であれば適宜欄の拡大、行の追加をすること。

・創意工夫発揮事業である場合は、事業内容欄に一体として行う事業メニュー名及び一体的に行う必要性を併せて記載すること。

・事業メニュー名欄には、実施要領の別表２の事業メニュー名を記入すること。

・地区名欄には、事業の実施地区名を記入すること。

・事業内容欄は、整備しようとする具体的な施設の内容を記載すること。

・事業規模等欄は、施設ごとの棟数と床面積、林道や森林管理道等の場合は地区名と延長など、それぞれの事業内容に応じた事業規模を記載すること。

・活性化計画の目標及び事業活用活性化計画目標との関連性欄は、これら目標を達成する上で、各々の事業の実施が必要な理由を記載すること。

・「農泊推進対策」で実施する場合には、備考の欄にどのように「農泊」と関連するかを明記すること。

（※）「農泊」とは、農山漁村において、日本ならではの伝統的な生活体験や農山漁村地域の人々との交流を楽しむ滞在（農山漁村滞在型旅行）をいう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　　　計



Ⅳ　他の施策との連携に関する事項

連携する施策名 事業メニュー名 地区名 連携する施策と交付対象事業の関連性等

中山間地農業ルネッサンス事業
地域別農業振興計画

地域別農業振興計画に、「地域の特色を活かした農業の展開」の中で
企業の農業参入・新規就農者育成や経営の多角化・複合化、また、「都
市農村交流や農村への移住・定住」の取組方針が示されている。

志賀町国土強靭化地域計画
農林水産業の従事者が減少していることから、新たに農林水産業に従
事する者や参入する企業などの意欲のある多様な担い手の確保、育成
を図り、平時においても食料の安定供給に備えることが示されている。

【記入要領】

①交付対象となる事業のうち、実施要領第６に掲げる施策と連携して実施する事業にあっては、連携施策名、連携施策の内容及び交付対象事業との関連性を記載すること。

②連携する施策名には、実施要領第６に掲げる施策を記載すること。

③事業メニュー名欄には、実施要領の別表２の事業メニュー名を記載すること。

④地区名欄には、事業の実施地区名を記入すること。

⑤必要であれば適宜欄の拡大、行の追加をすること。

農林水産物処理加工
施設

志賀町



Ⅴ　農山漁村振興交付金（農山漁村活性化整備対策）年度別事業実施計画
都道府

県
計画主体

離島振興
計画

輸出促進
条件整備

耕作放棄
地の解消

に向けた取
組

地域再生
計画

まち・ひと・しご
と創生寄附活

用事業

定住自立
圏共生ﾋﾞ

ｼﾞｮﾝ

国土強靱化
施策

福祉、教育、観光
等と連携した地域
活性化に向けた

取組

女性の能力の
積極的な活用
に向けた取組

地域別農業
振興計画

次世代農業
農村振興計

画

指定棚田地
域振興活動

計画

事業別内容 令和3年度 1 石川県 志賀町 志賀町 志賀町 ○ ○ 令和5年度 1 1

①事業費計

②市町村等附帯事務費

③県附帯事務費

総合計（①＋②＋③）

共同で計画作成を行う場合の内訳

○○町 事業費（ハード）

市町村等附帯事務費

××県 事業費（ハード）

都道府県附帯事務費

市町村等附帯事務費

計画
の

提出
年度

新規
・

変更
の

区別

新規
「１」
変更
「２」

市町村名 地区名

山村
振興

過疎
地域

特定
農山
村

半島
振興

離島
振興

豪雪
地帯

急傾
斜地

奄美
群島

指定
棚田
地域

名称 名称

地域指定状況

計画期間
最終年度

他の施策との連携

連携施策
は「１」を

記載

連携施策
は「１」を

記載

連携施策
は「１」を

記載

連携施策
は「１」を

記載

連携施策
は「１」を

記載

連携施策
は「１」を

記載

連携施策は
「１」を
記載

該当する連携
施策の番号｢
１～８｣を全て

記載

連携施策は
｢１｣を記載

連携施策は
｢１｣を記載

連携施策は
｢１｣を記載

連携施策は
｢１｣を記載



円 円 円 円 円 円 円

17
農林水産物処理
加工施設

1-第1-(1)

農産物処理加工施設
加工工場棟　1棟
　Ｓ造平屋
　延床面積　825㎡

R3 ～ R4 ■■■■■■㈱ 237,206,000 199,591,000 99,795,000 0.5 99,795,000 0 0 0

～

～

～

～

～

237,206,000 199,591,000 99,795,000 99,795,000 0 0 0

237,206,000 199,591,000 99,795,000 99,795,000 0 0 0

事業実施
主体

全体事業費
事　業

メニュー
番　号

事業メニュー名
要件

類別等
番号

全　　体　　計　　画 前　年　度　ま　で

交付金額

(Ｄ)

事業内容
及び

事業量
実施期間

交付対象
事業費

（Ａ）

交付金額

(千円未満切捨）

交付額
算　定
交付率

（Ｂ）

交付限度額

(Ｃ)＝(Ａ)×(Ｂ)
(千円未満切捨）

全体事業費
交付対象
事業費



円 円 円 円 円 円 ％ 円 円 円 円 円

農産物処理加工施設
加工工場棟　1棟

　Ｓ造平屋
　延床面積　825㎡

8,580,000 7,800,000 3,900,000 0 0 4,680,000 100 3,900,000 0 8,580,000 7,800,000 3,900,000

8,580,000 7,800,000 3,900,000 0 0 4,680,000 3,900,000 0 8,580,000 7,800,000 3,900,000

8,580,000 7,800,000 3,900,000 0 0 4,680,000 3,900,000 0 8,580,000 7,800,000 3,900,000

本年度までの累計本年度

市町村費 そ　の　他

年度末
進捗率

(Ｅ)

単　年　度
交付限度額

(Ｃ)×(Ｅ)－(Ｄ)
(千円未満切捨）

消費税仕入
控除税額

全体事業費
事業内容

及び
事業量

交付対象
事業費

交付金額全体事業費
交付対象
事業費

交付金額

(千円未満切捨）

県費



円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

228,626,000 191,791,000 95,895,000 228,626,000 191,791,000 95,895,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0
令和3年度　実施設計
令和4年度　施設建設

228,626,000 191,791,000 95,895,000 228,626,000 191,791,000 95,895,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0

228,626,000 191,791,000 95,895,000 228,626,000 191,791,000 95,895,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0

翌年度以降（予定）

備　　　考

令和6年度

全体事業費 全体事業費

令和7年度令和5年度

交付金額 全体事業費

翌年度以降の累計 令和4年度

交付金額
交付対象
事業費

交付金額 全体事業費
交付対象
事業費

交付対象
事業費

交付対象
事業費

交付金額 全体事業費
交付対象
事業費

交付金額


